
　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
、
そ
の
審
査
の
た

め
開
催
さ
れ
た
常
任
委
員
会
に

お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を

報
告
し
ま
す
。

●
宇
城
市
企
業
振
興
促
進
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
「
第
8
条
第
4
号
に
、『
そ

の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
た

と
き
』
と
あ
る
が
、
何
を
想

定
し
て
い
る
の
か
」
と
の
質

疑
に
対
し
て
、「
特
に
現
状

で
想
定
は
し
て
い
な
い
。
協

議
の
段
階
で
特
に
必
要
と

認
め
た
事
態
が
あ
る
と
き
に

は
、
臨
機
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
と
の
思
い
で
、
掲
載
し

て
い
る
。
こ
の
4
号
を
乱
用

す
る
つ
も
り
も
な
く
、
こ
の

条
文
に
起
債
の
あ
る
範
囲
で

運
用
し
て
い
き
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
委

員
か
ら
「
地
場
企
業
に
つ

い
て
も
対
応
策
を
考
慮
す
べ

き
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　
「
宇
城
市
防
災
行
政
無
線

整
備
工
事
の
1
億
8
千
万
円

ほ
ど
の
随
意
契
約
の
理
由
は

何
か
」
と
の
質
疑
に
対
し

て
、「
地
方
自
治
法
施
行
令

第
1
6
7
条
の
2
第
1
項
第

2
号
の
規
定
を
適
用
し
、
さ

ら
に
本
市
の
工
事
契
約
事
務

取
扱
要
綱
に
の
っ
と
り
随
意

契
約
を
行
っ
て
い
る
。
要
因

と
し
て
は
、
過
去
2
回
防
災

行
政
無
線
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
N
E
C
と
契

約
し
、
施
工
済
で
あ
る
の
で

今
回
N
E
C
を
選
定
し
随
意

契
約
を
行
う
。
理
由
の
第
1

点
は
、
同
一
メ
ー
カ
ー
が
施

工
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
存

施
設
と
の
互
換
性
及
び
適
正

金
額
で
の
施
工
が
可
能
な
ど

の
有
利
性
が
あ
り
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
関
係
で
も
す
べ
て
を

網
羅
で
き
る
。
第
2
点
は
、

他
社
が
豊
野
地
区
の
事
業
を

行
う
場
合
互
換
性
が
な
く
な

り
、
互
換
性
を
保
つ
た
め
に

は
部
品
の
交
換
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
他
に
2
億
数

千
万
円
が
必
要
と
な
る
。
以

上
の
理
由
か
ら
随
意
契
約
と

し
た
」と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

● 

平
成
20
年
度
宇
城
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
「
企
画
費
に
お
い
て
負
担
金

80
万
円
が
増
額
さ
れ
て
い
る

が
、
先
般
、
宇
城
・
氷
川
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

当
初
の
予
定
よ
り
膨
大
な
資

金
が
必
要
と
い
う
よ
う
な
試

算
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
こ
の
ま
ま
進
む
の
か
。

ま
た
こ
の
80
万
円
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
使
わ
れ
る
の

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
て
、

「
実
施
計
画
及
び
関
係
機
関

と
の
協
議
資
料
の
作
成
、
費

用
便
益
及
び
勉
強
会
開
催
等

に
伴
う
費
用
で
あ
る
。
ま
た
、

多
額
の
事
業
費
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
財
政
的
に
も
厳

し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
国

の
補
助
金
制
度
が
で
き
た
時

点
で
、
財
政
見
通
し
が
立
て

ば
即
座
に
対
応
実
現
で
き
る

よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
勉

強
会
か
ら
進
め
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

● 

平
成
20
年
度
宇
城
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

○
誉
が
丘
公
園
駐
車
場
等
整
備

工
事
費
に
つ
い
て

　
「
ど
の
よ
う
な
整
備
に
な

る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
、「
公
園
の
頂
上
部
分
の

既
設
の
駐
車
場
の
奥
に
、
約

5
0
0
㎡
程
度
で
20
台
分

を
確
保
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
公
園
等
へ
の
案

内
板
設
置
に
、
約
1
5
0
万

円
程
度
を
予
定
し
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

○
道
路
新
設
改
良
費
の
測
量
設

計
業
務
委
託
料
に
つ
い
て

　
「
港
町
上
ノ
原
線
は
民
家

が
密
集
し
て
い
る
。
こ
の
路

線
の
計
画
は
実
行
に
移
せ
る

の
か
、
あ
る
い
は
ル
ー
ト
変

更
が
早
い
の
で
は
な
い
か
と

言
っ
た
考
え
も
あ
っ
た
が
、

今
回
、
測
量
を
し
て
試
算
を

す
る
と
い
う
こ
と
か
」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
こ
の
路
線

は
、
多
額
の
事
業
費
を
想
定

し
て
い
る
が
、
家
屋
移
転
費

総
務
常
任
委
員
会

問　
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
は
、
来
春
4
月
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
進
行
し
て
い

る
が
、
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の

利
活
用
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

3
箇
所
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
総
合
的
に
組
み
合

せ
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
等

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
中
長

期
の
計
画
を
も
っ
て
大
い
に

活
用
し
て
い
く
。

問　

第
1
次
試
験
の
応
募
人

数
及
び
合
格
者
数
は
何
人
だ
っ

た
の
か
。
そ
の
中
で
宇
城
市
管

内
か
ら
は
何
人
だ
っ
た
の
か
。

市
長　

応
募
人
数
74
人
。
宇

城
市
管
内
か
ら
の
合
格
者
も

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
あ
と

2
次
、
3
次
選
考
会
が
行
わ

れ
、
11
月
に
最
終
発
表
さ
れ

る
。

問　

現
在
、
益
南
グ
ラ
ウ
ン

ド
使
用
料
は
無
料
で
、
市
民

の
方
々
が
喜
ん
で
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
に

な
る
と
、
使
用
料
金
は
い
く

ら
に
な
る
の
か
。

教
育
部
長　

設
置
・
使
用
料

条
例
に
つ
い
て
は
検
討
、
作

成
中
で
あ
る
。
類
似
施
設
等

を
参
考
に
検
討
中
で
あ
る
が
、

多
く
の
方
が
利
用
し
や
す
い

料
金
体
系
を
構
築
し
、
条
例

化
の
予
定
で
あ
る
。

問　

現
在
、
通
学
し
て
い
る

生
徒
並
び
に
保
護
者
の
方
々

に
説
明
責
任
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

教
育
長　

保
護
者
や
生
徒
の

不
安
が
大
き
い
の
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
解
消
に
向
け

て
し
っ
か
り
と
し
た
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

問　

非
常
に
交
通
量
が
多
く

混
雑
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、

生
徒
た
ち
が
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
環
境
整
備
を
整

え
る
べ
き
で
あ
る
。

問　
6
月
、
改
正
地
震
防
止

対
策
特
別
措
置
法
が
成
立
し
、

公
立
小
中
学
校
等
の
耐
震
補

修
工
事
の
国
庫
補
助
率
の
引

き
上
げ
、
改
正
法
に
あ
わ
せ

た
地
方
財
政
負
担
が
現
行
の

3
割
強
か
ら
13
・
3
%
と
半

分
以
下
に
圧
縮
さ
れ
、
地
方

財
政
負
担
が
軽
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
学
校
の
耐
震
化

が
大
き
く
進
む
と
期
待
さ
れ

る
。
そ
こ
で
本
市
に
お
い
て

も
同
様
と
考
え
る
が
、
小
中

学
校
等
の
現
状
を
含
め
た
耐

震
審
査
の
結
果
を
、
今
後
ど

の
よ
う
な
計
画
で
耐
震
化
を

進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
部
長　

今
定
例
議
会
に

お
い
て
耐
震
診
断
の
委
託
料

4
8
0
0
万
円
の
補
正
予
算

を
上
程
し
て
い
る
。
学
校
施

設
の
耐
震
化
に
対
す
る
緊
急

措
置
を
大
幅
に
拡
充
す
る
こ

と
を
内
容
と
し
た
地
震
防
災

対
策
特
別
措
置
法
改
正
法
が

国
会
で
成
立
し
、
改
修
や
改

築
に
対
す
る
補
助
率
の
か
さ

上
げ
の
時
限
措
置
が
設
け
ら

れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
耐

震
診
断
の
結
果
、
危
険
性
が

高
い
建
物
に
つ
い
て
は
平
成

21
年
度
、
22
年
度
に
お
い
て
、

順
次
補
強
工
事
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

現
在
、
介
護
保
険
被
保

険
者
が
福
祉
用
具
の
購
入
及

び
室
内
段
差
解
消
等
の
住
宅

改
修
を
行
う
際
、
介
護
給
付

を
受
け
る
場
合
、
現
行
の
費

用
負
担
は
償
還
払
い
方
式
と

な
っ
て
い
る
。
費
用
の
立
替

払
い
と
い
う
受
領
委
任
払
い

方
式
を
採
用
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　
熊
本
市
は

償
還
払
い
制
度
に
よ
る
ほ
か
、

受
領
委
任
払
い
制
度
が
あ
る
。

利
用
者
の
一
時
的
な
負
担
を

軽
減
し
、
福
祉
用
具
購
入
や

住
宅
改
修
制
度
を
よ
り
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
、
受
領

委
任
払
い
制
度
に
つ
い
て
、

今
後
先
進
地
等
の
状
況
を
調

査
し
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

問　
資
料
館
の
展
示
機
器
が
十

分
機
能
し
て
お
ら
ず
、
資
料
館

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
県
と
連
携

を
と
っ
て
対
応
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。 

経
済
部
長　

石
打
ダ
ム
を
囲

む
環
境
は
観
光
的
地
域
振
興
の

上
で
も
三
角
町
の
重
要
な
位
置

づ
け
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の

で
、
今
後
と
も
引
き
続
き
熊
本

県
に
整
備
の
要
望
を
続
け
て
参

る
所
存
で
あ
る
。

フットボールセンター（仮称）建設に向け整地される益南広場（小川町）

石打ダムと資料館（奥）

委員会
報告

難聴地域等に設置される戸別受信機

生
徒
の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

つ
い
て

設
置
・
使
用
料
条
例
に
つ
い
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
隣
接
地
の
環
境
整

備
及
び
道
路
計
画
に
つ
い
て

河
野 

正
明 

議
員

公
立
学
校
の
耐
震
化
の
推
進
に

つ
い
て

福
祉
行
政
に
つ
い
て

石
打
ダ
ム
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

建
設
経
済
常
任
委
員
会

用地測量される港町上の原線
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